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私たちの最終版の争点として 

            自治体議員団 幹事長  山田 厚  

 

１．「防衛費倍増」問題をぜひ突き出して下さい！ 

 

今回も自民党は実に悪らつです。防衛費をこれまでの２倍化を押し

出しています。しかも、「公約」とは別に争点化にしないように「自民

党政策ＢＡＮＫ」に方針を掲げえているのです。 

以下、「安全保障」の部分です 

 

◆安全保障 

〇中国の急激な軍拡や、尖閣諸島・台湾周辺等における軍事活動の急速な活性化・力を背景

とした一方的な現状変更の試み、北朝鮮の核・ミサイル開発の進展、最先端技術を駆使し

た“戦い方”の変化など、安全保障環境が激変しており、その対応を根本的に見直します。 

〇いかなる事態にあっても、国民の命や平和な暮らし、領土・領海・領空を断固守り抜くと

ともに、宇宙・サイバー・電磁波等の新領域における体制強化などの取組みをこれまで以

上に加速化する必要があり、令和４年度から防衛力を大幅に強化します。 

〇自らの防衛力を大幅に強化すべく、安全保障や防衛のあるべき姿を取りまとめ、新たな国

家安全保障戦略・防衛計画の大網・中期防衛力整備計画等を速やかに策定します。ＮＡＴ

Ｏ諸国の国防予算の対ＧＤＰ比目標（２％以上）も念頭に、防衛関係費の倍額を目指

します。 

〇周辺国の軍事力の高度化に対応し、重大かつ差し迫った脅威や不測の事態を抑止・対処す

るため、わが国の弾道ミサイル等への対処能力を進化させるとともに、相手領域内で弾

道ミサイル等を阻止する能力の保有を含めて、抑止力を向上させるための新たな取組み

を進めます。 

〇わが国の領域侵害に対して政府機関が十分に対処できるよう、法整備も含め、速やかに必

要な措置を講じます。本格的な侵略事態のみならず、ハイブリッド戦や様々な複合事態に

対しても、整備や法律上の権限などを十分に付与して、万全の備えを図ります。 

〇ＡＩ・極超音速などのゲームチェンジャー技術や、次期戦闘機などの研究開発を強化・加

速化し、先進的技術の活用推進により技術的優越を確保するとともに、防衛技術・産業基

盤を強化します。このため、大幅な予算増と抜本的な体制強化を実施します。 

〇わが国自身の防衛力強化等を通じて、日米同盟の抑止力・対処力を強化します。また、友

好国との協力を強化し、国際社会の平和と安定の確保にも引き続き積極的に貢献します。 

〇隊員の募集体制を強化するとともに、自衛隊員が高い士気と誇りをもって国防の任を担

うことができるよう、働き方改革や女性隊員の活躍の一層の推進、名誉や処遇の向上等を
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通じて、人的基盤を強化します。 

〇抑止力を維持しつつ、沖縄等の基地負担軽減を実現するため、普天間飛行場の辺野古移設

や在日米軍再編を着実に進め、自治体への重点的な基地周辺対策を実施します。米国政府

と連携して事件・事故防止を徹底し、日米地位協定のあるべき姿を目指します。 

〇重要土地等調査法に基づいて、防衛施設等の重要施設や国境離島等の機能を阻害する土

地等の利用の防止を確実に図ります。２０２２年９月の施行に向け、基本計画と政省令整

備を進め、制度の実効性を高めます。 

 

世界の国々は１９６ヵ国です。日本の防衛費は世界第９位であり、実

質的には世界７位程度です。すでに軍事大国ですが、それが１０兆円の

「国防費」となるとアメリカ・中国に次ぐ世界第３位の超軍事大国にな

ります。 

内容的にも、「敵基地先制攻撃」も目指されていることに注意してく

ださい！ 
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この「自民党政策ＢＡＮＫ」では、「社会保障」がより小さくなり、

「高齢者福祉」の言葉も無くなっています。全体でも「高齢者」との言

葉も３か所とすくなくなっています。つまり高齢者をはじめ、社会保

障・教育を更に徹底削減する方針だと思われます。また公務員給与の削

減や自治体財政の抑制にもなるはずです。 

 

２．コロナ災害期でも病床削減を続けている！ 

 

「病床が足りない」としながらも病床をコロナ感染症の最中にも削

減し続けているのが自民党政権です。２０２０年からは消費税財源も

使い病床削減を進めているのです。 
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維新の自治体悪政を許すな！ 

コロナ死亡率を激しく高めている維新大阪府！ 

共同通信の世論調査（１１月２６日）によると、維新の議席が３倍〜４倍

にもなるという予測がされています。とんでもない事態です。いかに多

くの人びとが騙されているかです。維新の実績は大阪府のコロナ死亡

率のたかさからも分かります。公務員の人減らしだけではなく、公衆衛

生・医療・病床削減を暴力的に行ってきました。 

国の悪政と自治体維新の悪政が連携すると、いのちを奪う悪政が確

実に強まるのです。このことも争点にしていきましょう！ 
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３．貧富の格差を激しく広げた悪政を争点に！ 
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４．冬からの中小零細経営の廃業・倒産を守れ 

 

中小零細経営の負債は５０兆円をこえ、無利子・無担保の制度融資の返済

の猶予期間が終わり２０２２年から求められます。しかし中小零細経営の返

済力はありません。その負担に耐えられず、倒産・休廃業がこの「年末、年

明け以降が山場になる」（日経新聞１０月２４日）とされています。 

自民党政権はこの事態に対応しないで、「中小経営の統廃合・再編成」とい

う狙いを進めています。私たちは、返済猶予も含めて、この事態を争点化す

る必要があります。 

 
 

５．金銭感覚も異なる悪政の継続を許すな！ 

 

自民党と官僚の金銭感覚も、国民と激しく乖離しています。 

例えば 

●東京オリンピックで「食品ロス」１ヶ月間で約１３万食が廃棄に 
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東京オリンピックで、大量の弁当などが食べられずに捨てられた問題について、大会

組織委員会はオリンピック期間を含む１ヶ月間で、およそ１３万色が廃棄されたこと

を明らかにしました。組織委員会は、改善に取り組んできたとしていてパラリンピック

でも適切な発注を徹底したいとしています。 

（ＮＨＫ ２０２１年８月２７日） 

●政府が昨年配布の布マスク ８２００万枚・１１５億円分が余剰（検査

院調べ） 

新型コロナウイルスの対策事業について会計検査院が検査し、介護施設などに配る

ため政府が調達した布マスク約１億４千万枚のうち、今年３月末時点で約８２００万

枚（約１１５億円相当）が倉庫に保管されていたことが２６日、関係者への取材で分か

った。昨年８月～今年３月の保管費用が約６億円に上ることも判明した。 

（日本経済新聞 ２０２１年１０月２７日） 

 

７５歳の患者負担２割化では、国は口実として「現役世代の保険料を軽減

する」としましたが、これは実質的な嘘で２０００億円以上が国などの公費

負担の軽減です。現役世代の保険料は、年間一人当たり３８０円で全体でも

４００億円の軽減にもなりません。また実際軽減されるかどうかも判らない

のです。 

このように彼らの金銭感覚は、いのちを危うくすることになる社会保障は

切り捨てるが、ムダな公金は、かってにザクザクです。 

この様は悪政の継続を許さないことも争点です。 


